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令和４年度豊富小学校学校評価後期

教師・保護者・児童　結果一覧表
(2022，12，22)
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学力向上 1
通常の学習を行っている児童が、単元テ
ストで８割以上正答できる

3.1 1
国語の授業はよくわかる(学力保障プラン
柱Ⅱ)

57 71 10 10 3.2

学習指導 2
子ども一人一人の特性に応じた授業を
行っている（昨年度2.8）

0 12 5 0 2.7 1

教員は、児童一人一人の特性に応じた分
かりやすい授業・活動を、ICT機器を有
効活用しながら組み立てている（目標
3.2）

19 34 27 6 2.8 2
算数の勉強はよくわかる(学力保障プラン
柱Ⅱ)

59 56 20 13 3.1

学習指導 3
自らの指導力を伸ばすことができている
（目標3.0）

0 10 7 0 2.6 2
お子様は　勉強に落ち着いて取り組んで
いる（昨年度2.9）

16 43 21 6 2.8 3
「５つのルール」を意識しながら、勉強
に落ち着いて取り組んでいる（昨年度
3.2）

44 71 24 9 3.0

学習指導 4
加配事業を通して学習指導要領の趣旨に
基づく授業づくりを日常的に進めること
ができている（目標3.2）

0 13 2 1 2.8 4
授業中　自分の考えを持ち　クラスメー
トと交流することができた（目標3.4）

43 62 28 15 2.9

学習指導 5
豊小の基本的な授業の流れにのっとり、
学習内容を確実に理解させることができ
ている（昨年度2.8）

1 9 6 0 2.7

言語活動 6
発達段階や特性に応じた適切な言語活動
を各教科・領域で設定することができた
（昨年度2.7）

1 12 3 1 2.8 3
学校は、授業や行事での指導・支援を通
して、児童の表現力を育んでいる（昨年
度3.1）

15 59 11 1 3.0 5 読書が好きである（昨年度3.3） 89 34 12 12 3.4

教育課程 7

各学年の課題に応じた教育課程が編成さ
れ、長期・中期休業期間中には確実に改
善が図られている（目標3.0）　※後期の
み

0 9 8 0 2.5 4
校外学習や体験的な学習、外部講師の招
へいを通して児童の思考力・表現力を育
んでいる（目標3.0）

11 59 14 2 2.9

特別支援 8
特別支援教育に関する校内研修や校外研
修の場を計画的につくることができた
（目標3.0）

2 11 2 1 2.9

学級づくり 9
学級の中で、一人一人が認められ、所属
意識をもたせ活動させている（昨年度
2.6）

0 11 6 0 2.6 5
学級活動を工夫・充実させ、よりよい集
団づくりに努めている（目標3.2）

20 46 18 2 3.0 6
他者を尊重し、学校生活を送ることがで
きた（目標3.0）

66 52 18 10 3.2

自治的活動 10
授業づくりや特別活動の充実を通して自
治力の向上や望ましい集団づくりが進ん
だ（目標3.0）

0 11 6 0 2.6 7

学校・学級行事や委員会・クラブ活動の
中で、自分たちで主体的に物事を決める
ことができる機会や場が増えた（目標
3.4）

24 42 8 9 3.0

道徳教育 11
礼節や生命尊重、自らを律する心などを
育む道徳教育を教育活動の中で充実させ
ることができている（昨年度2.4）

0 10 6 1 2.5 6
お子様は、礼節（言葉遣いや態度）や生
命を大切にする心、自律心などが育って
いる（目標3.2）

13 56 15 2 2.9 8
誰に対しても、その場に応じた正しい言
葉遣いで話すことができた（昨年度2.9）

47 70 20 10 3.0

地域との
ふれあい

12
学校は地域とふれあい、人のために役立
つ活動を通して豊かな心と自信を育んで
いる（昨年度2.2）

0 4 12 1 2.2 7
学校は、児童が地域のことについて学ぶ
機会を工夫してつくっている（昨年度
3.2）

27 44 13 2 3.1 9
思いやりの心を持ち、人に役立つよう頑
張り、自信をつけている（昨年度3.1）

61 55 22 9 3.1

健康安全 13
児童の実態に応じた健康・安全教育を指
導計画に基づき進めることができている
（目標3.0）

3 12 1 1 3.0 8
学校は、児童の実態に応じた健康・安全
教育や工夫した体力づくりを行っている
（昨年度3.1）

19 54 11 2 3.0 10
健康・安全に自分で注意しながら学校内
外での生活ができた（目標3.4）

68 51 23 5 3.2

家庭学習 14
子どもたちは　毎日家庭学習を行ってい
る（昨年度2.8）

5 10 2 0 3.2 9
お子様は、毎日家庭でも学習している
（昨年度2.8）

21 35 16 14 2.7 11 毎日　家庭学習をしている（昨年度3.1） 45 42 30 30 2.7

総合的な学習 #DIV/0! 10
学校は、児童が学んだことを説明・発表
する機会を工夫してつくっている（目標
3.2）

21 46 16 3 3.0

働き方改革 15
校務分掌等は機動的で、効率的に業務が
進められている（目標3.2）

0 6 9 2 2.2

学校運営 #DIV/0! 12
勉強や活動の時に、担任以外の先生とも
関わることができた（昨年度3.2）

64 49 23 12 3.1

学校運営 16
円滑な決定を経て効果的・効率的な施策
がPDCAサイクルに基づき実施されてい
る（目標3.0）

0 5 10 2 2.2 11
教職員は、組織的に協力して教育活動を
進めている（目標3.4）

24 46 14 3 3.0 13 学校に行くことは　楽しい（昨年度2.9） 50 38 28 32 2.7

危機管理 17
日ごろから危機管理意識をもちながら教
育活動を進めることができている（目標
3.2）

2 12 1 2 2.8 12
学校は、児童の学習環境をよく整え、児
童の安心・安全の確保に努めている（目
標3.4）

16 36 28 7 2.7

教育相談 18
日常のコミュニケーションや教育相談で
子どもの悩みや相談内容の把握をしっか
り行っている（昨年度3.0）

1 12 3 1 2.8 13
学校の「いじめ防止基本方針」「いじめ
未然防止プログラム」はわかりやすい
（目標3.0）

15 44 25 3 2.8 14
先生は　悩みや思いをしっかり聞いてく
れる（目標3.5）

73 45 14 16 3.2

保護者地域
保小中高連携

19
地域や保護者に学級や学校のことを情報
発信し、連携を深め、併せて保小中高間
での連携を深めている（昨年度2.6）

1 8 7 1 2.5 14
学校は　家庭への連絡や情報提供（ホーム
ページ、学校だより、学級通信、保健だより
など）をきめ細かく行っている（昨年度3.1）

27 40 18 2 3.1

保護者 20
家庭や関係機関と連携し、児童に望まし
い生活習慣や食習慣を身に付けさせるこ
とができた（昨年度2.5）

1 7 9 0 2.5 15
学校は、保護者や地域と協力し合いなが
ら児童の育成に努めている（目標3.2）

18 44 21 4 2.9

#DIV/0! 16
学校は、学力向上の取組やその成果をわ
かりやすく伝えている（学力保障プラン
柱3）

17 55 11 4 3.0

＜アンケート教職員・保護者・児童一覧表の見方＞
☆左側から「教職員」「保護者」「児童」の順で、設問（同じような内容ですが文言は違っています）と結果を表しています。各設問の４つの選択肢を何人が選んだかは、実際の人数を表しています。平均評価は、「そう思う」４点、「まあまあ思
う」３点、「あまり思わない」２点、「思わない」１点として算出しています。全員が「そう思う」と回答した場合、平均評価は４点（満点）となります。設問によっては、教職員と保護者、児童で同じ内容で比較分析できるようにしてあります。
意識の違いや傾向をみるためです。
☆項目が赤色になっている項目は平均3.0を下回っているものです。
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